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• 調査期間 ： 令和７年8月22日～9月11日

• 調査対象 ：

 

• 回答数  ：

 

調 査 概 要

13，264 施設
全国の有床診療所 （ 5，234施設）

全国の病院 （ 8，030施設）

回答率 29.0％

1

有床診療所 20.7％
病 院 34.4％

内訳



北海道

254 (6.6%) 東北

235 (6.1%)

関東甲信越

1,003 (26.1%)

中部

482 (12.5%)

近畿

529 (13.8%)

中国・四国

490 (12.8%)

九州

850 (22.1%)

2

地区ブロック別の回答状況

回答数

（n=3,843）

※ （）内は構成比

回答数

3,843 

29.0%

全国
対象医療機関数
（n = 13,264）



地区ブロック毎の回答状況
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回答数

3,843 

29.0%

全国
対象医療機関数
（n = 13,264）

回答数

254 

31.0%

北海道 (n=819)

回答数

235 

24.6%

東北 (n=957)

回答数

1,003 

29.2%

関東甲信越 (n=3,431)

回答数

482 

30.2%

中部 (n=1,595)

回答数

529 

30.7%

近畿 (n=1,721)

回答数

490 

27.9%

中国・四国 (n=1,757)

回答数

850 

28.5%

九州 (n=2,984)



病床規模別の回答状況
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※ （）内は構成比

回答数

3,843 

29.0%

全国
対象医療機関数
（n = 13,264）

1～19床

1,084 (28.2%)

20～99床

783 (20.4%)100～199床

933 (24.3%)

200～299床

378 (9.8%)

300～399床

270 (7.0%)

400～499床

164 (4.3%)

500床以上

231 (6.0%)

回答数

（n=3,843）



病 院

有床診

病床規模毎の回答状況
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1～１９床
（n=5,234）

20～99床
（n=2,882）

100～199床
（n=2,766）

200～299床
（n=997）

300～399床
（n=662）

400～499床
（n=351）

500床以上
（n=372）

20.7% （回答数 1,084 ）

27.2% （回答数 783 ）

33.7% （回答数 933 ）

37.9% （回答数 378 ）

40.8% （回答数 270 ）

46.7% （回答数 164 ）

62.1% （回答数 231 ）



A水準のみ

3,521 (91.6%)

特例水準

322 (8.4%)

特例水準の指定状況

特例水準の内訳 ※複数回答 (n=322) 

6

89.3％

27.5％ 29.4％

3.3％

回答数

（n=3,843）

※ Ｃ－１水準の回答数は、Ｃ－１水準（臨床研修医・専攻医）のいずれか、又は両方を選択した医療機関数

285 

96 
87 

10 

B水準 連携B水準 C－1水準 C－2水準

27.0％

88.5％

29.8％

3.1％



自院の医療提供体制における影響について

7※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある

31 (0.8%)

50 (1.3%)

90 (2.3%)

226 (5.9%)

146 (3.8%)

203 (5.3%)

211 (5.5%)

560 (14.6%)

1,134 (29.5%)

61 (1.6%)

69 (1.8%)

101 (2.6%)

130 (3.4%)

227 (5.9%)

238 (6.2%)

821 (21.4%)

1,079 (28.1%)

1,907 (49.6%)

1,930 (50.2%)

3,110 (80.9%)

3,186 (82.9%)

3,174 (82.6%)

1,612 (41.9%)

2,048 (53.3%)

63 (1.6%)

94 (2.4%)

110 (2.9%)

1,687 (43.9%)

457 (11.9%)

227 (5.9%)

220 (5.7%)

179 (4.7%)

661 (17.2%)

2,867 (74.6%)

2,551 (66.4%)

1,635 (42.5%)

1,492 (38.8%)

周産期医療体制の縮小・撤退を行っている

小児医療体制の縮小・撤退を行っている

救急医療体制の縮小・撤退を行っている

教育・指導体制が維持できなくなっている

宿日直体制の縮小・撤退を行っている

外来診療体制の縮小を行っている

入院診療体制の縮小を行っている

手術件数が減少している

管理者(病院長)の業務負担が増加している

はい 検討している いいえ 分からない 該当しない
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自院の医療提供体制における影響について
（前回調査との比較）



はい

213

(5.2%)

検討している

122(3.0%)

いいえ

3,301

(80.9%)

分からない

446

(10.9%)

はい

146

(3.8%)

検討している

130(3.4%)

いいえ

3,110

(80.9%)

分からない

457

(11.9%)

① 宿日直体制

9※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある

前回調査
(ｎ＝4,082)

今回調査
(ｎ＝3,843)

（8.2％）

（7.2％）



はい

90

(2.3%)

検討している

101(2.6%)

いいえ

1,907

(49.6%)

分からない

110(2.9%)

該当しない

1,635

(42.5%)

はい

122

(3.0%)

検討している

95(2.3%)

いいえ

2,115

(51.8%)

分からない

101(2.5%)

該当しない

1,649

(40.4%)

10

② 救急医療体制

※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある

前回調査
(ｎ＝4,082)

今回調査
(ｎ＝3,843)

（5.3％）

（5.0％）
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自院の医療提供体制における影響について
（前回調査との比較）



はい

31

(0.8%)

検討している

61(1.6%)

いいえ

821

(21.4%)

分からない

63(1.6%)

該当しない

2,867

(74.6%)

はい

38

(0.9%)

検討している

35(0.9%)

いいえ

945

(23.2%)

分からない

67(1.6%)

該当しない

2,997

(73.4%)

12

③ 周産期医療体制

※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある

前回調査
(ｎ＝4,082)

今回調査
(ｎ＝3,843)

（1.8％）

（2.4％）



はい

50

(1.3%)

検討している

69(1.8%)

いいえ

1,079

(28.1%)

分からない

94(2.4%)

該当しない

2,551

(66.4%)

はい

57

(1.4%)

検討している

36(0.9%)

いいえ

1,281

(31.4%)

分からない

88(2.2%)

該当しない

2,620

(64.2%)

13

④ 小児医療体制

※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある

前回調査
(ｎ＝4,082)

今回調査
(ｎ＝3,843)

（2.3％）

（3.1％）



はい

226

(5.9%)

いいえ

1,930

(50.2%)

分からない

1,687

(43.9%)

はい

168

(4.1%)

いいえ

2,140

(52.4%)

分からない

1,774

(43.5%)

14

⑤ 教育・指導体制

※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある

前回調査
(ｎ＝4,082)

今回調査
(ｎ＝3,843)



はい

203

(5.3%)

検討している

227(5.9%)

いいえ

3,186

(82.9%)

分からない

227

(5.9%)

はい

217

(5.3%)

検討している

164(4.0%)

いいえ

3,483

(85.3%)

分からない

218

(5.3%)

15

⑥ 外来診療体制

※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある

前回調査
(ｎ＝4,082)

今回調査
(ｎ＝3,843)

（9.3％）

（11.2％）



はい

1,116

(27.3%)

いいえ

2,353

(57.6%)

分からない

613

(15.0%)

はい

1,134

(29.5%)

いいえ

2,048

(53.3%)

分からない

661

(17.2%)

16

前回調査
(ｎ＝4,082)

今回調査
(ｎ＝3,843)

⑦ 管理者(病院長)の業務負担

※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある



はい

560

(14.6%)

いいえ

1,612

(41.9%)

分からない

179

(4.7%)

該当しない

1,492

(38.8%)

はい

439

(10.8%)

いいえ

1,897

(46.5%)

分からない

246

(6.0%)

該当しない

1,500

(36.7%)

17

⑧ 手術件数

※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある

前回調査
(ｎ＝4,082)

今回調査
(ｎ＝3,843)



はい

170

(4.2%)

検討している

130(3.2%)

いいえ

3,545

(86.8%)

分からない

237

(5.8%)

はい

211

(5.5%)

検討している

238(6.2%)

いいえ

3,174

(82.6%)

分からない

220

(5.7%)

18

⑨ 入院診療体制

※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある

前回調査
(ｎ＝4,082)

今回調査
(ｎ＝3,843)

（7.3％）

（11.7％）
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医師の派遣・受け入れの状況について



医師を派遣している

3.0% (115)

派遣・受入の両方

に該当する

13.2% (508)

医師を受け入れている

56.6% (2,176)

いずれにも該当しない

27.2% (1,044)

医師を派遣している医療機関
［派遣・受入の両方に該当を含む］

623 （16.2％）

医師の派遣・受け入れの状況

20

医師を受け入れている医療機関
［派遣・受入の両方に該当を含む］

2,684 (69.8％）



はい 53 

(8.5%)

いいえ 248 

(39.8%)

分からない 322 

(51.7%)

はい 52 

(8.3%)

いいえ 492 

(79.0%)

分からない 79 

(12.7%)

引き揚げる医師数が増加することが見込まれる

引き揚げる医師数が昨年度より増加している

① 医師の引き揚げによる影響

21

現時点の状況
（調査時点）

令和8年度
以降の見込み

医師を派遣している医療機関 ｎ＝623
［派遣・受入の両方に該当を含む］

※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある

前回調査（8.8％）より
0.5ポイント縮小傾向

前回調査から変化なし



はい 36 

(5.8%)

いいえ 276 

 (44.3%)

分からない 311 

(49.9%)

はい 32 

(5.1%)

いいえ 496 

 (79.6%)

分からない 95 

(15.2%)

22

現時点の状況
（調査時点）

令和8年度
以降の見込み

宿日直の応援医師の派遣を制限する事例が昨年度より増加している

宿日直の応援医師の派遣を制限する事例の増加が見込まれる

前回調査（9.5％）より
3.7ポイント縮小傾向

② 宿日直の応援医師の派遣

※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある

医師を派遣している医療機関 ｎ＝623
［派遣・受入の両方に該当を含む］

前回調査（7.0％）より
1.9ポイント縮小傾向



はい 344 

(12.8%)

いいえ 1,101 

(41.0%)
分からない 1,239 

(46.2%)

はい 337 

(12.6%)

いいえ 2,210 

(82.3%)

分からない

137 (5.1%)

23

現時点の状況
（調査時点）

令和8年度
以降の見込み

医師数が減少することが見込まれる

医師数が昨年度より減少している

前回調査（11.2％）より
1.4ポイント増加傾向

前回調査（15.6％）より
2.8ポイント縮小傾向

① 医師の引き揚げによる影響

医師を受け入れている医療機関 ｎ＝2，684
［派遣・受入の両方に該当を含む］

※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある



はい 481 

(17.9%)

いいえ 1,072 

(39.9%)
分からない 1,131 

(42.1%)

はい 551 

(20.5%)

いいえ 1,940 

(72.3%)

分からない

193 (7.2%)

24

現時点の状況
（調査時点）

令和8年度
以降の見込み

宿日直の応援医師の確保が困難になることが見込まれる

宿日直の応援医師の確保が昨年度より困難になっている

前回調査（21.6％）より
1.1ポイント縮小傾向

② 宿日直の応援医師の確保

※ （）内は構成比
※ 構成比の数値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、個々の集計値の合計は必ずしも100％とならない場合がある

医師を受け入れている医療機関 ｎ＝2，684
［派遣・受入の両方に該当を含む］

前回調査（23.9％）より
6.0ポイント縮小傾向
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宿日直許可の取得状況について



宿日直許可の取得あり

(部分的な宿日直許可も含む)

340 (31.4%)

宿日直許可の取

得に向け対応中

21 (1.9%)

宿日直許可の取得が困難

33 (3.0%)

宿日直許可の取得は検討していない

690 (63.7%)
宿日直許可の取得あり

(部分的な宿日直許可も含む)

2,588 (93.8%)

宿日直許可の取得に向け対応中

34 (1.2%)

宿日直許可の取得が困難

30 (1.1%)
宿日直許可の取得は検討していない

107 (3.9%)

26

［有床診療所 (n=1,084)］ ［病 院 (n=2,759) ］

前回調（93.9％）
より0.1ポイント
縮小傾向

前回調（31.0％）
より0.4ポイント
増加傾向

宿日直許可の取得状況
［有床診療所（20床未満）と病院（20床以上）］



断られている

3 (1.8%)

断られていない

108 (63.2%)

分からない

60 (35.1%)

断られている

8 (1.1%)

断られていない

288 (38.7%)

分からない

448 (60.2%)

宿日直許可を取得していない医療機関への宿日直応援医師の派遣状況

27

調査の時点で宿日直許可を取得していない医療機関（有床診療所：744施設、病院：171施設）の回答

有床診療所

(n=744)

病 院

(n=17１)

前回調査（1.6%）
より0.5ポイント
縮小傾向

前回調査（9.4％）
より7.6ポイント
縮小傾向
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地域の医療提供体制における影響について



66 1.7%

84 2.2%

272 7.1%

423 11.0%

634 16.5%

58 1.4%

87 2.1%

305 7.5%

340 8.3%

637 15.6%

その他

母体搬送・ハイリスク妊娠の受入困難(断り)事例の増加

医療圏域外への搬送事例の増加

専門的な診療科の紹介患者の受入困難(断り)事例の増加

救急搬送の受入困難(断り)事例の増加

前回調査(ｎ＝4,082)

今回調査(ｎ＝3,843)

29

※複数回答

※ 各項目の内容について実際に生じていると考え回答した医療機関の件数・割合

地域の医療提供体制で実際に生じていると考えている問題点について
【前回調査との比較】
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